
１ 皆で話し合おう！  

「助け合いの仕組みづくり」 
 

 区役所や消防署などの協力を得て地域で「助け合いの仕組みづくり」

の講習会や説明会を開きましょう。 

 

 地域の学区連絡協議会、防災安心まちづくり委員会などで「助 

け合いの仕組みづくり」への取り組みを話し合いましょう。 

 

○ 取り組みの範囲 

（学区、町内会） 

○ 名簿の使用範囲 

○ 名簿の管理 

 

話し合ったら取り組みの

規約をつくりましょう。 

 

 

 

 

２ 皆で協力！ 支援を必要としている人の把握 
 

 地震や台風などの災害が発生したとき、地域における支援が必要な

方を把握しましょう。 

 

○ 一人暮らしの高齢者や 

 高齢者のみでお住まいの方 

○ 一人で避難できない障害者 

○ 災害情報の収集が困難な方 

 
 本人の同意を得たうえで、支援が必要な

方の名簿を地域に提供する仕組みがありま

す。区役所に相談しましょう。 

３ 皆でつくろう！ 個別支援計画 

 
 

支援を必要としている人に、誰が支援するかを地域の皆で話し

合い、計画を作成しましょう。 

 

○ となり近所の人の支援 

○ 組や町内会などでの支援 

○ 自主防災組織などによる支援 

 

支援には、色々あります。 

地域でできる支援をしましょう。 

 

○ 安否確認 

○ 救出・救護 

○ 避難誘導 

 

個人情報には、十分に注意し、つくった個別支援計画は、なくし

たり、内容をもらしたりしないよう、しっかりと保管しましょう。 

 

４ 皆で訓練！ 「助け合いの仕組み」 

 

「助け合いの仕組み」がうま

く機能するよう常に訓練をし

ましょう。 

自主防災組織の訓練、防災訓

練などをとおして、日ごろから

備えておきましょう。 

 

 

訓練を実施するにあたって

は区役所や消防署などに相談

しましょう。 



 

皆で力を合わせましょう！ 

「助け合いの仕組みづくり」の概要 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おおきな災害がおこったとき、安否の確認や救出、避難の誘

導をすこしでも早くできるように、まえもって備えておきまし

ょう。 

高齢者、障害者など、災害のときに地域の支援が必要な方々

について「どこに住んでいるか」「どのように安否を確認するか」

「どのように救出するか」「どのように避難誘導するか」をまえ

もって地域で話し合い、助け合いの仕組みをつくっておきまし

ょう。 
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要
支
援
者
の
把
握 

高齢者や障害者など、災害が発生したときに、地域における支援が必要な

人を把握しましょう。 

地
域
に
お
け
る
話
し
合
い 

区役所や消防署などに協力してもらい、地域で「助け合いの仕組みづくり」

の気運を盛り上げましょう。 

「助け合いの仕組みづくり」を始める前に、進め方や個人情報の取扱いに

ついて話し合っておきましょう。 

個
別
支
援
計
画
作
成 

支援を必要とする人に、誰が支援をするかといった計画をつくりましょう。 

訓
練
の
実
施 

災害が発生したときに、助け合いの仕組みが、しっかりと動くよう、ふだ

んから地域で助け合いの訓練を実施しましょう。 


